
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柔軟な外袋部を備えるポーチであって、 拡大部に続くカラーを備え、前記拡
大部は、開口部を備える自由端部を有し、前記ポーチは、前記開口部が閉じている場合に
平坦形状となることが可能であり、前記カラーは、前記開口部が開いている場合に実質的
に管形状となることが可能であり、前記ポーチは、前記カラーの自由端部の少なくとも近
傍に位置する補強要素を備え、
　前記補強要素は、前記ポーチの内部に配置される比較的堅牢で可撓性に富むスリーブを
備え、前記スリーブは、前記開口部近傍に位置する第１端部から前記拡大部を指向して位
置する第２端部まで前記カラー内に延在

、
　前記スリーブは、前記拡大部に結合された前記カラーの底部近傍に、前記スリーブの第
１端部を指向して位置する第１部位および前記スリーブの第２端部を指向して位置する第
２部位を両側に形成する切欠を備え

、前記第２部位は、実質的に横方向に延在して互いに対
面し且つ自由側端部を有する少なくとも２つのタブを備え、
　 一方が他方に対して対面する２つの壁要素を有し、前記カラーを実質
的に管形状とし且つ前記開口部を開くために 記第１部位が実質的に管形状となり、

タブの側端部が互いに離間している、いわゆる「開」
形状となるために弾性的に変形可能であることを特徴とするポーチ。
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【請求項２】
　請求項１記載のポーチにおいて 記切欠は、前記スリーブが平坦形状の に少なく
とも長手方向の端部から前記対称軸まで延在する２つのタブを形成することを特徴とする
ポーチ。
【請求項３】
　請求項１記載のポーチにおいて、前記スリーブは、開形状を維持するための部材を備え
、開形状の前記スリーブを保持するように付勢されることを特徴とするポーチ。
【請求項４】
　請求項３記載のポーチにおいて、前記スリーブは、前記スリーブの前記２つの壁要素を
結合する折り目の領域を備え、前記スリーブは、前記折り目の領域の両側に延在する切欠
から形成される舌片を有し、前記舌片はそれ自身折曲可能であることを特徴とするポーチ
。
【請求項５】
　請求項４記載のポーチにおいて、前記舌片は、前記タブの自由端部の反対側のスリーブ
の領域に延在することを特徴とするポーチ。
【請求項６】
　請求項１記載のポーチにおいて、前記スリーブは、前記スリーブの２つの壁要素が両側
に延在する折り目の領域に沿って折曲するプレートによって形成されることを特徴とする
ポーチ。
【請求項７】
　請求項１記載のポーチにおいて、前記スリーブは、それぞれ前記ポーチの対向する２つ
の内側面に固定された同様な２つのプレートを備え、それぞれの前記プレートは、前記ス
リーブの前記第１および第２部位にそれぞれ対応する第１および第２部位が両側に延在す
る実質的に横方向のノッチを備え、それぞれの前記プレートは、前記ポーチが平坦形状で
ある場合に前記カラーに現れる第１および第２長手方向端部の近傍に位置する２つの長手
方向端部を備えることを特徴とするポーチ。
【請求項８】
　請求項１記載のポーチにおいて、前記開口部に面する前記タブの端部は、前記ポーチの
外袋部の前記拡大部に実質的に平行に延在することを特徴とするポーチ。
【請求項９】
　請求項１記載のポーチにおいて、前記スリーブは、前記開口部を越えて外側に延在する
延長部を備え、前記延長部は、平坦形状から開形状への移行を容易にする手段を備えるこ
とを特徴とするポーチ。
【請求項１０】
　請求項９記載のポーチにおいて、前記スリーブは、開形状を維持する部材を備え、前記
スリーブを開形状に維持するように付勢され、前記部材は、前記延長部に位置することを
特徴とするポーチ。
【請求項１１】
　請求項９記載のポーチにおいて、前記スリーブは、前記スリーブの２つの壁要素を結合
する折り目の領域を備え、前記スリーブは、前記折り目の領域の両側に延在する切欠によ
って形成される舌片を有し、前記舌片はそれ自身折曲可能で且つ前記延長部に位置するこ
とを特徴とするポーチ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、柔軟な外袋部の態様をなすバッグあるいはポーチに関し、一層詳細には、拡大
部に続くカラーを備え、前記カラーが、開口部を形成する自由端部を有し、前記ポーチは
、前記開口部が閉じた際に平坦な形状をとることが可能であり、一方、前記開口部が開い
た際には前記カラーが実質的に管形状をなす開口部となることが可能であり、前記ポーチ
が、さらに前記カラーの自由端部の少なくとも近傍に配置される補強要素を備えたバッグ
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あるいはポーチに関する。
【０００２】
【従来の技術】
この種のバッグあるいはポーチは、一般的に液体状の廃棄物、特に尿や嘔吐物等からなる
人間の排泄物を収納するために用いられる。そのようなポーチは、通常、平坦な形状であ
り、前記廃棄物を収納するために開かれる。その場合、前記ポーチは、実質的に前記カラ
ーが管形状をなすようにこのカラーの自由端部近傍に保持される。一旦廃棄物が導入され
れば、前記カラーの自由端部を解放し、自然に再び平坦な形状に戻り、開口部を閉じるこ
とになる。
【０００３】
前記のようなポーチは、現在、可能であれば透明で、所望の柔軟さを予め備えている薄い
紙あるいはプラスチックのシート素材を用いて作成される。開口すべく、補強要素が使用
者によって変形され、この要素の周囲に配設されているカラーの部分を所望の管形状をな
すように強制的に対応させる。
【０００４】
開口部の横方向の寸法は、前記ポーチを利用する用途に合わせて選択される。一般的に、
前記ポーチが尿あるいは嘔吐物を収納することを目的としている場合、前記開口部は、片
方の手で操作可能である必要があり、その結果としてその横方向の寸法は、開く前のポー
チの横方向の寸法より明らかに小さくなる。例えば、蓄尿器に用いられるポーチの場合、
使用者が大人か子どもによって、その横方向の最大幅および開口部の最大幅は、それぞれ
１５ｃｍ～２０ｃｍ、４ｃｍ～１０ｃｍの範囲で変化する。
【０００５】
補強要素が存在する場合、この要素の長手方向の２つの端部を合わせるようにすることで
カラーの上端部にある開口部を開くことが可能となる。この２つの端部は、平坦な形状で
はその最大幅を決定する。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、ポーチの外袋部を形成する素材の柔軟性により、カラーだけが適当に開き
、残りの外袋部が平面のまま、すなわち、前記外袋部を構成するシート体がそのままでは
互いに密着した状態になり易い。従って、ポーチを使用する場合、ポーチに注入される物
体が外側に逆流してしまう危険性がある。
【０００７】
前記の欠点を克服するために、本発明は、前記カラーの管形状への移行時に前記カラーの
領域だけでなく少なくともカラー近傍の拡大部の領域まで外袋部の壁部が確実に離間する
ようなポーチまたはバッグを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本発明のポーチまたはバッグは、補強要素が前記ポーチ
の内部に配置される比較的堅牢で可撓性に富むスリーブを備え、前記スリーブは、前記開
口部近傍に位置する第１端部から前記拡大部を指向して位置する第２端部まで前記カラー
内に延在

、前記スリーブは、前記拡大部に結合された前記カラ
ーの底部近傍に、前記スリーブの第１端部を指向して位置する第１部位および前記スリー
ブの第２端部を指向して位置する第２部位を両側に形成する切欠を備え

、前記第２部位は、
実質的に横方向に延在して互いに対面し且つ自由側端部を有する少なくとも２つのタブを
備え、 一方が他方に対して対面する２つの壁要素を有し、前記カラーを
実質的に管形状とし且つ前記開口部を開くために 記第１部位が実質的に管形状となり
、 タブの側端部が互いに離間している、いわゆる「
開」形状となるために弾性的に変形可能に構成されていることを特徴とする。
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【０００９】
　この構成により、スリーブの変形は、前記スリーブの第１ によりカラーが開口部の
直径になるだけでなく、スリーブの第２ が設けられるタブの離間により少なくとも外
袋部の拡大部でポーチの壁部を離間させることを可能にする。
【００１０】
前記スリーブの「比較的堅牢で可撓性に富む」という性質は、ポーチの外壁よりは大きい
堅さを備える素材によって形成されることを意味する。例えば、スリーブでは、外壁を構
成するプラスチックの厚さより大なる厚さの軽い厚紙またはプラスチックで形成すること
ができる。
【００１１】
特に好適な実施の形態では、スリーブは、開形状を維持するための部材を備え、その開形
状の前記スリーブを維持するように付勢することが可能である。
【００１２】
この維持部材は、例えば、スリーブの折り目の領域に配置される舌片で構成され、ポーチ
が女性用の蓄尿器として用いられるように意図されている場合、特に有利である。開形状
にあるスリーブへの手の圧力が誤操作によって解放されたとしても、ポーチが不意に閉鎖
されること防ぐからである。
【００１３】
【発明の実施の形態】
図面について参照すると、図１は、安全ポーチ１０を示し、例えば、蓄尿器に使用される
。このポーチは、柔軟な外袋部１２を備える。前記外袋部１２は、例えば、２つの薄いプ
ラスチックシート製であり、適当に切断され、実質的に全体の輪郭に沿って溶着ライン１
４で互いに溶着される。
【００１４】
外袋部１２は、ポーチの底部に指向するカラー１６と、それに続く拡大部１８と、さらに
続く実質的に均一な幅を有するポーチの利用部２０とからなる。
【００１５】
より詳細には、図示される実施の形態のように、外袋部１２の端部１２ａは実質的にカラ
ー１６の自由端部から直線をなし、反対側の端部１２’ａは、当初、カラー１６の領域に
位置し、この領域において端部１２ａに実質的に平行か、あるいは大部分がこの端部１２
ａから若干離間する第１部位１２ｂを有する。端部１２’ａは、次いで前記端部１２ａか
ら離間する第２部位１２ｃを有する。前記第２部位１２ｃが外袋部の拡大部１８を画成す
る。最後に、ポーチの利用部２０が端部１２ａと前記利用部２０に面する端部１２’ａの
部位１２ｄとの間で画成される。前記部位１２ｄは、実質的に端部１２ａに平行であるか
、図示される実施の形態のように、端部１２ａに徐々に向かう傾向を有する。この構造に
関連して他の構成も可能であり、ポーチの利用目的に応じた内部容量が得られるものであ
ればよい。最後に、端部１２ａおよび端部１２’ａの部位１２ｄはポーチの底部１２ｅに
より結合される。前記底部１２ｅは、カラー１６の自由端部１６ａの反対側に位置する。
【００１６】
上記において、溶着ライン１４は略連続するものとして示されている。実際に、図１に示
されるとおり、端部１４ａと１４ｂの間で分断される他は連続している。これらの端部１
４ａ、１４ｂはカラー１６のそれぞれの側に位置している。このように、カラーの端部１
６ａは、実質的にその全体の幅に対して延在する開口部１７を形成する。後の説明におい
て、ポーチの相異なる要素の長さとは、カラーの自由端部１６ａよりポーチの底部１２ｅ
まで延在する軸Ｄによって与えられる方向を指し、一方、異なる要素の幅とは、この長さ
に対して横切る方向であると定義する。
【００１７】
ポーチは、カラー１６の領域にあって、前記ポーチの内部に配置される比較的堅牢で且つ
可撓性に富むスリーブから構成される補強部材２２を備える。より詳細には、前記スリー
ブは、カラー内部において開口部１７の近傍に配置される第１端部２２ａから、拡大部１
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８の領域にあってポーチの内部に位置する第２端部２２ｂまで延在している。カラー１６
の底部１６ｂ近傍（すなわち、カラーおよび拡大部の間の結合部の領域近傍）において、
前記スリーブは、第１部位２３ａと第２部位２３ｂが両側で形成される切欠２４を備える
。部位２３ａは、切欠２４とスリーブの端部２２ａの間に延在し、部位２３ｂは、前記切
欠と端部２２ｂとの間に延在している。
【００１８】
前記第２部位２３ｂは、実質的に軸線Ｄを横切る２つのタブ２６を備える。平坦状態のポ
ーチでは、２つのタブ２６は、互いに対面して配置され、このため、図１中には片方のみ
が示されている。一方、図２では、２つのタブ２６が示されている。タブの側端部２６ａ
は自由端であり、すなわち、これらの端部は、互いに結合されたり固定されたりしていな
い。このように、切欠２４は、実質的に横方向に延在し、２つのタブの端部２６ａを分割
する直線をなす２つのノッチ２４ａ、２４ｂを備える。
【００１９】
図１から諒解されるとおり、スリーブは、ポーチの内部にあって横方向の２つの溶着ライ
ン１５ａおよび１５ｂによってポーチ内部のカラーの領域に固定される。
【００２０】
スリーブの第１部位２３ａは、実質的にカラー１６の全体幅にわたり延在し、平坦形状時
においてスリーブの第１部位の長手方向の端部２２ｃおよび２２ｄを離間させるその距離
は、溶接ライン１４の端部１４ａおよび１４ｂ間の距離で与えられるカラーの幅に略等し
い。前記第２部位は、全体として第１部位の延長でポーチの底部１２ｅへ延在する。しか
しながら、図１において一点鎖線で示されるとおり、タブの領域にある第２部位の最大の
横幅寸法ｄは、前述した第１部位の現時点の幅よりも大きい。本構成では、カラーの下部
に位置する領域においてポーチの２つの壁を離間させる目的をもつタブの効果をより増加
することを意図するものである。
【００２１】
実際に、図２は、カラー１６が開形状であるポーチの上部を示している。この形状を実現
するために、スリーブは弾性的に変形されて、第１部位２３ａは実質的に管形状をなす。
一方、切欠２４が存在し、且つタブの側端部が自由端であるため、タブは実質的に直線を
保つ。それらは端部２６ａから反対側の内部端２６ｂでスリーブの対応箇所に結合する。
スリーブが図２のように変形された場合、内部端２６ｂは、スリーブの第１部位の直径の
機能として所望の間隔だけ離間する。タブ２６は、この場合、実質的な全体の長さにおい
て、それぞれの内部端間の間隔に略等しい間隔ｅを保つ。
【００２２】
以上のように、スリーブが変形された時、スリーブの第１部位２３ａの回りに配置された
ポーチのカラー１６は、スリーブに対向する壁の最大間隔から決定される直径を有する管
形状に形成される。タブ２６は、ポーチの拡大部１８内に延在し、図１の面に対し軸Ｄを
通って垂直な平面において拡大部を離間させるように移動し、実質的にスリーブの第１部
位２３ａの直径を備え、タブ２６の端部の領域（軸Ｄから離れた領域）で間隔ｅを備える
。このように、ポーチの壁は拡大部の領域にて互いに離間する。
【００２３】
図示される実施の形態の通り、拡大部１８は、端部１２’ａの部位１２ｃを端部１２ａか
ら離間するように移動させることにより得られる。これらの状態下において、タブが前記
部位１２ｃを指向していることが望ましい。
【００２４】
拡大部が他の構造をとる場合、例えば、軸Ｄに対し線対称な切頭形（ truncated shape ）
をとる場合、図１のスリーブと同様であって、タブが切頭形の部位の２つの端部のうちの
一方あるいは他方を指向しているようなスリーブを生成するようにしてもよい。または、
軸Ｄを横切るように始まる２つの反対の方向を指向し、拡大部においてポーチの壁が離間
するようにそれぞれ軸Ｄの両側に配置されるタブ２６と同様な４つのタブを備えるスリー
ブを用いるように選択されてもよい。
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【００２５】
スリーブの第１部位２３ａは、全体として、軸Ｄに対し対称である。特に、開形状におい
て、前記軸は、スリーブの第１部位２３ａが形成する管の幾何学的な軸（ geometrical ax
is）に対応する。これらの場合、この管の直径は、軸Ｄを通って平坦形状のポーチに直交
する面に沿って測定されるスリーブの２つの対向する壁の間隔から与えられる。タブの端
部の間隔ｅは、前記直径に略等しく構成されることが望ましい。その目的のため、図１に
示すとおり、２つのタブを形成する切欠は、スリーブが平坦形状時に実質的に長手方向の
端部２２ｃから軸Ｄまで延在する。図示される実施の形態において、前記端部２２ｃは、
ポーチの端部の部位１２ｃに近接するスリーブの長手方向の端部である。
【００２６】
好ましくは、前記切欠が、端部２２ｃから軸Ｄを越えて反対側の端部２２ｄに向かう方向
に延在することが望ましい。この場合、タブの端部２６ｂは、開形状時に分かれるスリー
ブの領域に結合され、すなわちスリーブが開かれる時に互いに離間する。比較的堅牢なタ
ブは、内側端部２６ｂの領域にあるスリーブの壁によって付与される分岐方向に沿って、
スリーブが開かれるときに離間する。ここで、ポーチの壁がタブ２６の離間部位に対して
幾分抵抗したとしても、タブの端部２６ａ間の間隔ｅは十分に確保される。しかしながら
、タブに所望の堅牢さを持たせるためには、切欠２４が軸Ｄを過度に越えて延在すること
なく、数ｍｍ程度のみの超過であることが望ましい。
【００２７】
図１～３に示される実施の形態によれば、スリーブは、前記スリーブが平坦形状時に現れ
る第１および第２壁要素をそれぞれ構成する同様な２つのプレート２５ａおよび２５ｂを
備える。これらのプレートは、通常、平坦であり、且つ軽い厚紙もしくは比較的堅牢で可
撓性に富むプラスチック製である。これらのプレートは、ポーチが平坦形状をとる場合に
互いに対向するポーチの内面にそれぞれ固定（例えば、接着あるいは溶接により固定）さ
れる。これらのプレートが固定されるので、これらのプレートの長手方向の端部は、ポー
チが平坦形状時、カラー１６が現れる２つの長手方向の端部にそれぞれ比較的近接するよ
うに固定される。このように、プレートの長手方向の２つの端部は、それぞれ、これまで
説明したスリーブの端部２２ｃおよび２２ｄを形成し、他の参照符号によって示してはい
ない。
【００２８】
切欠２４を形成するために、それぞれのプレートは、それぞれ実質的に横方向のノッチ２
４ａおよび２４ｂを有する。それぞれのプレートに対して、第１および第２部位が区別さ
れ、それぞれ前記ノッチの両側に延在し、且つそれぞれスリーブの第１および第２部位に
対応する。当初互いに離間し且つプレートの第１部位の幅がカラーの幅と略等しくなると
いう事実によって単に位置的に維持されるプレートの長手方向の端部とタブの側端部が通
常において一致している限り、前記タブの側端部を自由端にする他の切欠は必要とされな
い。
【００２９】
２つのタブは、それぞれの切欠とポーチの内部に指向する端部の間に位置するプレートの
これらの部位によって構成される。それぞれのプレートは、それぞれポーチが平坦形状時
にカラーに現れる２つの長手方向の端部近傍に位置する２つの長手方向の端部を備える。
【００３０】
図面から了解される通り、タブの側端部２６ａは離間したときにポーチの壁を損傷するこ
とを避ける目的で丸く加工されている。
【００３１】
タブの上方端部２６ｃ、すなわちポーチの開口部側に指向する端部は、完全に横方向に向
くものではなく、若干傾斜している。このため、前記ポーチの外袋部の拡大部、より正確
には端部１２ｃに対して実質的に平行に延在することが銘記されるべきである。その結果
、タブはポーチの拡大部に対応する形状となり、ポーチ内に存在し且つ容易にポーチを開
くことができる。
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【００３２】
切欠２４は、カラー１６の底部近傍に位置し、且つ好ましくはポーチの底部１２ｅに指向
して前記底部の若干下方に位置することが望ましい。
【００３３】
図面から了解されるとおり、スリーブ２２は、開口部１７を越えて外側に延在する延長部
２７を備える。前記延長部は、スリーブの平坦形状から管形状への移行を容易にする手段
を備える。これらは、長手方向の端部２２ｃおよび２２ｄを合わせる間に前記スリーブの
壁が若干離間するように移動するために、前記スリーブの対向する壁を把持する把持手段
である。図１および図２の実施の形態では、これらの把持手段は、単にそれぞれポーチの
対向する２つの壁部に平行なスリーブの２つの壁部を備える２つの舌片２７ａおよび２７
ｂによって構成されている。
【００３４】
図３に、他の実施の形態を示す。この図３において簡略化した図として、外袋部の輪郭が
一点鎖線で示されている。スリーブ１２２の延長部１２７は、２つの舌片１２７ａおよび
１２７ｂをそれぞれ備えているが、図２の実施の形態と異なり、前記舌片はそれぞれ同じ
形状ではない。実際、前記２つの端部は、２つのオフセットした把持面を備える。これら
の面を生成するためには、スリーブのそれぞれの２つの壁要素あるいは２つの対向する壁
部の延長部１２７を軸Ｄに対し非対称に切断するだけで十分である。そうすれば、第１の
プレートの延長部の切欠は、第２のプレートの実部位（実存する部位）の反対側に位置す
る。
【００３５】
図４～図６には、図１および図２と共通する要素を示すために、数字を２００付加した参
照符号を付している。スリーブ２２２は、開形状を保持する部材を備えている。
【００３６】
一層詳細には、前記スリーブは、折り目２４０の領域を有し、図５によりよく視認される
通り、その両側に２つの壁要素２２５ａおよび２２５ｂがそれぞれ延在している。切欠２
４２は、スリーブに形成され且つ折り目領域の両側に、好ましくは折り目に対し対称的に
延在する。前記切欠２４２は、図６に示す通り、それ自身折曲可能な舌片２４４を残す。
この場合、前記舌片２４４の折り線２４６は、実質的に折り目２４０の領域を横断して延
在し且つある範囲でこの折り目の領域が連続することを妨げ、２つの壁要素２２５ａおよ
び２２５ｂが互いに折り重なることを阻止する。舌片２４４は、一度、図６に示すように
折られると、それによりスリーブを開形状に保持する。
【００３７】
舌片２４４は、スリーブを構成する素材の相対的な堅牢さと折り目２４０の領域の中断部
位２４０ａにより形成される堅い箇所によって、その折られた位置で保持される。
【００３８】
切欠２４２は、例えば、図示されるように、実質的にはＶ字形、または逆Ｖ字形、あるい
は同様な他の形状でもよい。
【００３９】
図６において、舌片２４４は開口部２１７を越えて外側に延在するスリーブの延長部２２
７に位置しており、これは、前記舌片をスリーブの外側に折曲可能とする。しかしながら
、スリーブの内側に折り込むことも可能であり、また、ポーチ内に延在するスリーブの内
側位置に配置されてもよい。
【００４０】
図示される実施の形態において、舌片２４４は、タブ２２６の自由端部に対し反対側のス
リーブの領域に配置される。
【００４１】
図４～図６の実施の形態において、スリーブは、１つの部材から作られ、且つ折り目２４
０の領域に沿って折られるプレートで形成される。図５から一層容易に諒解される通り、
スリーブの第２端部２２２ｂから高さｈだけ完全な折り目を形成するように、折り目２４
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０の領域を潰すように選択することもできる。それによって、平坦形状から開形状となる
スリーブの移行を容易にする。
【００４２】
ポーチが蓄尿器として使用されることが企図される場合、スリーブの上部２７、１２７あ
るいは２２７は、使用者（男性あるいは女性）の性器に合うように形成されてもよく、取
付のための付加的な部材を用いてもよい。
【００４３】
男性によって使用される場合、第１端部２２ａまたは２２２ａの形状は、さほど重要では
なく、開形状時のスリーブの管形状部分が十分な直径を備えていればよい。
【００４４】
女性によって使用される場合、図４～図６に示される通り、もしスリーブの第１端部２２
２ａが凹形の端部を備えるならば、スリーブの平坦形状時の面に対し対称であることが望
ましい。このように、ポーチの使用のため、スリーブの端部は、尿道の管をクリアにする
ように離間されるが、尿が通過する際に漏れるおそれがないように、より望ましくは、使
用者の性器の形状に合うように形成してもよい。
【００４５】
図１に示される通り、ポーチは、安全フラップ手段を備えてもよい。例えば、この安全フ
ラップ手段は、ポーチのそれぞれの壁に対して配置される複数の内部フォイルで構成され
る。図示される実施の形態において、このフラップ手段は、ポーチのそれぞれの壁に対し
、開口部からポーチの中央領域まで延在する第１の一対のフォイル３０を備える。前記フ
ラップ手段は、同様に開口部から前記第１の一対のフォイル３０の長さより若干短い長さ
だけ前記第１の一対のフォイル３０の内部に延在する第２の一対のフォイル３２を備える
。第１の一対のフォイル３０と第２の一対のフォイル３２は、一定間隔離間した溶着点３
１によって互いに溶着される。最後に、フラップ手段は、前記第２の一対のフォイル３２
の長さより若干短い長さだけ前記第２の一対のフォイル３２の内部に延在する第３の一対
のフォイル３４を備え、前記第１と第２の一対のフォイル３０および３２に対し一定間隔
離間し且つ溶着点３１に対しオフセットされた位置に存在する溶着点３３によって溶着さ
れる。
【００４６】
この場合、カラーの領域には、最も内側の一対のフォイル３４の２つの対向する内面によ
ってポーチの「内側壁」が形成される。従って、スリーブは、前記内面と接触する。この
ため、それぞれの対のフォイル３０、３２、３４の第１（または第２）フォイルは、スリ
ーブ（プレート２５ａまたは２５ｂ）の第１（または第２）壁と外側の外袋部１２の第１
（または第２）壁の間にサンドウィッチされる。溶着ライン１５ａおよび１５ｂは、ポー
チのそれぞれの側で、スリーブの壁、それぞれの対のフォイル３０、３２、３４および外
袋部１２の壁を互いに溶着する。
【００４７】
言うまでもなく、本発明によるスリーブを有するポーチは、異なる安全フラップ手段を備
えてもよいし、もしくは実施の形態の目的によってフラップ手段を備えなくともよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のポーチが平坦形状である場合を示す立面図である。
【図２】開形状であるポーチの上端部を示す図１の方向ＩＩに沿った斜視図である。
【図３】スリーブの他の実施の形態であって、平坦形状のポーチの上端部を示す部分立面
図である。
【図４】図３に類似した他の実施の形態を示す図である。
【図５】図４に示される他の実施の形態において、ポーチが平坦形状である場合を示す斜
視図である。
【図６】図４に示される他の実施の形態において、ポーチが開形状である場合を示す斜視
図である。
【符号の説明】
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１０…安全ポーチ　　　　　　　　　１２…外袋部
１４…溶着ライン　　　　　　　　　１６…カラー
１７…開口部　　　　　　　　　　　１８…拡大部
２０…利用部位　　　　　　　　　　２２…補強部材（スリーブ）
２４…切欠　　　　　　　　　　　　２６…タブ
２７…延長部　　　　　　　　　　　２４０…折り目
２４２…切欠　　　　　　　　　　　２４４…舌片
２４６…折り線

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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